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再委託先等の妥当性

革新的プラスチック資源循環プロセス技術開発
[bookmark: _GoBack]研究開発項目○○○○○○○○○○○
　
提案者：（株）ＡＡＡ、ＢＢ（株）
委託元：（株）ＡＡＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	委託元予算（予定）：2020年度　　百万円、2021年度　　百万円、・・・・・



（記載例：再委託先等の妥当性を記載ください。）
	形態
	実施先
	実施額
（割合）
	実施内容
	妥当性

	再委託・当該年度の委託元の総額に対する割合を記載ください。
・0円の共同実施の場合、記入は不要です。
・再委託の合計を、委託元総額の５０％以上とすることは原則禁止です。

	国立大学法人
ＣＣ大学


	2020年度
3.0百万円（10.0％）
	××開発
	ＣＣ大学では、～～と～～を組み合わせた～～による～～、および～～確保のため、～～＋～～の処理性能評価、～～の～～制御、～～効果向上に向けた～～の開発、および～～の最適化、普及可能性の検討を実施する。
ＣＣ大学～～教授は、○年から当該国におけるリサイクル問題に携わり、当該国の○○事情に精通している。このため、本提案にある～～に対する研究開発と当該システムの普及性を検討する上で最適な再委託先と判断される。

	
	
	2021年度
2.5百万円（6.8％）
	
	

	共同実施
	㈱ＤＤ
	2020年度
3.0百万円（10.0％）
	～～～～システム開発
	(株)ＡＡＡと、(株)ＤＤは共同で、～～への～～の課題と～～型～～の導入効果検討、並びに、～～構築の検討、新システムと～～との比較検討を行う。
　(株)ＤＤは、19～～年から(株)ＡＡＡと共同で当該国における～～～の開発を実施し、～～方法の検討による～～技術を開発している。また、開発した技術は、●●において●t/日の～～～で～～基以上の納入実績を有し、～～事業を世界中で展開しているほか、～～開発及び～～開発の実績を有する。このため、上記項目の開発を行う上で最適な共同実施先と判断される。

	
	
	2021年度
2.5百万円（6.8％）
	
	






